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研究の 

名称 

都市部における高齢者の暮らしを支える「地域力」の概念構成の

検討 

 

研究のキ

ーワード 

 

高齢者、 エンパワーメント、 地域力、 ネットワーク 

研究の 

概要 

 

 

 

 

社会資源や経済などの地域格差が偏在する長高齢化社会にお

いて、健康で安全安心な暮らしを支えるために、住民組織やグル

ープを基盤とした住民による地域の健康問題解決力の強化が求

められている。 

 本研究では、住民による地域のエンパワーメント「地域力」の

主要な構成要因を明らかにするために、京都市内の２学区の地域

活動を実践している方々を対象にグループインタビューを実施、

分析検討した。分析検討後、都市部高齢化地域の地域力再生に向

けた住民活動への専門職者による支援方法について、何らかの示

唆が得られると考える。 

研究の 

背景 

 

 超高齢社会において、社会資源の偏在や経済の地域格差、そし

て医療格差がみられる。孤立しがちな高齢者にとって、健康な暮

らしを維持することは困難になってきている。研究者は、2005

年8月より京都市内Ｃ商店街に“すこやかサロン”を開設し、地

域高齢者の支援システムの構築を目的にアクションプランを実

施。商店振興組合、地域女性会等と連携した活動は、個人の孤独

感の減少に影響を与え、暮らしを支える地域のリソースの一つと

考える。 
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研究手法 

 

 

1) 研究デザイン：質的記述的研究 

2) 研究対象者：Ａ学区およびＢ学区の地域活動をしている住民

２グループ１６名 

3) データ収集と分析：ＡＢ学区を対象に、２回フォーカスグル

ープインタビューを実施。インタビュー内容を逐語録に起こ

し、質的記述的方法によって分析した。 

4) 倫理的配慮：書面を提示し口頭による説明を実施。研究目的

及び方法を理解し、同意書に記名をした者を対象とした。 

研究の進

捗状況と

成果 

 Ａ学区（７名）、Ｂ学区（９名）の２カ所において、フォーカ

スグループインタビューを実施した。対象者は町内会連合会長、

学区社会福祉協議会長、婦人会会長、体育振興会長、民生委員な

ど、現在地域で活動している地域住民の方々である。インタビュ

ーでは、自己紹介を兼ねた自身の地域活動のきっかけや、活動を

継続していて良かったと思うことを全員に発言してもらった。そ

の後、問題点や今後の検討課題等についての自由な討論をした。

インタビューデータは逐語録に起こし、分析検討した。 

 逐語データは、【自身の活動継続の理由】【自身の継続におけ

る問題点】【活動における今後の課題】の視点で分析検討した。

まず、【自身の活動継続の理由】として「感謝されることによる

活動源」「知人の増加」「新たな体験（行政関係者と知り合う、

テレビ取材を受ける）」「知見の拡大（法律を知る、多様な活動

を知る、高齢者を理解する）」「リーダーへの信頼」があった。

さらに【自身の継続における問題点】では、「活動の全容を把握

した行動の困難さ」「誘い出しの困難さ」があった。【活動にお

ける今後の課題】では、「参加者の増加と方法」「後継者の育成

方法」が抽出された。対象者は、活動を自己成長として意味づけ

ることによって、困難さを抱えながら継続していたと考えられる

。今後さらに、結果の詳細な分析を行い、専門職者の支援方法に

ついて考察したい。 

地域への

研究成果

の還元状

況 

 今後、インタビューデータの詳細な分析検討のうえ、対象グル

ープに報告書を提出する。また、結果から得られた示唆をもとに

、対象グループと協働し、支援を進めていく予定である。 

今後の 

期待 

 住民による地域のエンパワーメント「地域力」の主要な構成要

因を検討し、専門家支援方法を考察し、地域実践に生かしたいと

考える。 

研究発表 

 

 今後、さらにデータの詳細な分析を加えて、国内外の関連学会

へ発表していく予定である。 

 


